
那覇海上保安部交通課事故統計（ダイビング・スノーケリング）/那覇海上保安部管内

0

1

2

3

4

5

6

7

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人身事故発生件数(ダイビング)(令和８年３月末現在)

令和7年 令和8年 令和7年累計 令和8年累計

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

人身事故発生件数(スノーケリング)(令和８年３月末現在)

令和7年 令和8年 令和7年累計 令和8年累計

＊ 管轄区域：５市１１町村
那覇市、豊見城市、糸満市、浦添市、
宜野湾市、嘉手納町、北谷町、南風原町、
八重瀬町、久米島町、恩納村、読谷村、
渡名喜村、粟国村、座間味村、渡嘉敷村

(件)

(件)

Ｒ７年･･･６人

Ｒ８年･･･２人

Ｒ８年･･･３人

Ｒ７年･･･１３人



那覇海上保安部交通課

時期 活動内容 場所 事故者 被害 経緯

1月 ダイビング
慶良間諸
島

30代 女性
外国人

中等症

事故者と友人の2名で、ダイビング目的のため乗り合いにて、三重城港を出港。渡嘉敷
島南東沖にてインストラクター及び友人、事故者の3名で、3本目のダイビングのため入
水。事故者は、水深13メートル付近で、パニックとなり、レギュレーターを口から離した
ため、インストラクターがすぐにレギュレーターを咥えさせ、排水を補助しながら、水深6
メートル付近のアンカーライン(錨縄)までゆっくり浮上した。その間、事故者は緊張状態
であったが、ハンドサインに応じて、自身でロープも掴むこともできていた。最終的に海
面まで浮上しようとしたところ、事故者が再度レギュレーターを離し、意識が消失したた
め、海面まで急浮上し、船上に引き揚げ、CPRを実施した。その後、意識が回復し、渡
嘉敷港入港。ドクターヘリにて病院に搬送。診断の結果、陰圧性肺水腫、誤嚥性肺炎。
3日間程度入院予定。事故者によると、突然呼吸が荒くなり、口に水が入りパニックに
陥ったが、呼吸が荒くなった理由は不明。

2月 スノーケリング
那覇空港
北側沖

40代 男性
県外在住

中等症

ホエールスイムのため、三重城港出港。(業者4社乗り合い、客15名、マリンスタッフ7人
乗船)チービシの南側海域で3回ホエールスイムを実施した後、那覇空港西側の海域に
て４回目のホエールスイムのため、エントリー開始。

エントリーの順番は、船尾側から先頭のインストラクター１名がエントリーした後、続い
て４名の客がエントリー（この中の１人が事故者）、順次他の客も船尾側からエントリー。
事故者はスノーケル付きマスク、ウエットスーツ、フィン着用、救命胴衣なし。

全ての客と、最後のインストラクターがエントリーした後、事故者がダイビング船の右舷
船尾側から額が出血した状態で浮上してきた。船底のプロペラに接触して受傷した模
様。なお、事故船舶のクラッチは切っており、中立の状態であった。
119番通報し、三重城港向け航行開始。入港後、消防により、病院搬送。顎等を骨折し
ていた。

3月 スノーケリング 那覇市沖
20代 女性
外国人

軽症

事故者はスノーケリング（ホエールスイム目的）を実施するため、三重城港を出港。渡
嘉敷村クエフ島沖にてスノーケリングを開始するため座った状態でエントリーしたところ、
船尾に備えられてある梯子に手を挟まれ負傷。その後、三重城港に入港し、救急車に
て病院に搬送。病院にて右手薬指先端を縫合した。なお、入水前に業者から、梯子は
可動するので危険であると説明はしていた。

ダイビング・スノーケリングの主な事故(令和８年１月～３月)



那覇海上保安部交通課

SUP事故が多発しております 1月～3月までは、SUPによる事
故は少なかったですが、4月に
入り、沖縄県内各地でSUPによ

る事故が増加しており、今年は、
4月末までに13人の方が事故に
あわれております。
（昨年度の事故者数9人）

天気予報をチェックしよう！

SUP基本4点セット

適切な装備で実施しよう

トピックス

（ウォーター・セーフティ・ガイド）
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死亡・行方不明者数

管内の特性

●ダイビング中、スノーケリング中の事故の割合が高い

事故
者数
(人)

年

●マリンレジャーに伴う人身事故総数 R７年３２人 ※R６年比１人減

R２年４月～（断続的）
沖縄県緊急事態宣言

R5年５月～ 
コロナ第五類移行

那覇管内のマリンレジャーに伴う人身事故発生状況【R2-R7】

うち死亡者数  R７年５人 ※R６年比１人減（那覇部発足以来最小）

31人

25人

30人
33人

28人

(サーフィン中、
 トーイング遊具等)

●R7年死亡者5名のうち4名が慶良間諸島でのスノーケリング中に亡くなっている

32人
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5

阿波連ビーチ
阿嘉島

(北浜、阿嘉ビーチ）

真栄田岬
(青の洞窟)

糸満港内(釣り)
※3人同一案件

宮城海岸
(サーフィン)

(SUP)

(海上遊具)

波の上ビーチ
(うみそら公園)

活動別（括弧内は死亡者数) 事故者数 うち県外
(県外・海外移住者)

スノーケリング 14（5） 12（5）

ダイビング 6 6

遊泳 (スノーケリング除く) 3 2

トーイング遊具 3 2

その他
(釣り、サーフィン、SUP、海上遊具)

6 2

合計 32（5） 24（5）
嘉手納マリーナ

アラハビーチ

宜野湾
マリーナ

那覇港内
※防波堤飛込

古座間味
ビーチ

美々
ビーチ

瀬名波ガー ルネサンス
ビーチ

前兼久

渡嘉敷島

座間味島

阿嘉島

※地図上大きい丸は死亡事案

中城海上保安部

名護海上保安署

大度浜(ジョン万ビーチ)

都屋ビーチ

令和７年 那覇管内マリンレジャー中の人身事故発生場所
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